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11..  ははじじめめにに  

Future Design プログラムは、学生、教員、職

員が連携してこれから取り組むべき課題を発見し、

社会の変革に対応し、時代に即した教育を展開で

きる能力を育成することを目的とする三者協働の

研修プログラムである。これまでは、大学設置基

準改正に伴う SD の義務化に伴い、2017 年度か

ら FD/SD 研修プログラムという名称で、毎年度

学内研修として実施していた。今年度から、これ

までの内容に加え、さらに創造力を活かし、将来

的に関西大学をより発展させる提案ができるよう

なプログラムにしたいという想いのもと、

「Future」と「Design」を組み合わせて名称を改

めた。 
企画・運営は教育開発支援センター「FD/SD 連

携プロジェクト」が担った。今年度のテーマは、 
「関西大学の新たな魅力を提案しよう‐関大リブ

ランディング戦略‐」と策定し、関西大学の現状

を明確にし、強みや弱みを把握したうえで、具体

的に関西大学の魅力を高める施策を提案する内容

とした。 
 本プログラムは、2024年11月 12日から 12月

3日まで、毎週火曜 1限（9：00～10：30）、全 4
回で構成され、第 3回目終了後に各グループによ

る最終報告会の機会を設けた。第 1回では本学の

総合企画室長が講師を務め、関西大学のブランデ

ィング戦略（過去・現在・将来）と広報活動に関

する内容を講演された。また、第 2回では教育推

進部の教授が講師を務め、教学 IR プロジェクト

が集計している学生調査の結果をもとに、関大生

の現状を講演された。（図1） 
 

図 1 広報用チラシ 
 
プログラムは三者（学生・教員・職員）協働に

よる混合グループを編成して実施した。対象者に

ついて、学生に関しては、関西大学の学習・学生

生活支援・大学教育等に関心を持つ学生を募った。

教員に関しては、専任教員か非常勤講師かは問わ

ずに周知をした。職員に関しては、人材開発課と

協力し、職員研修の一環として、募集を行った。

その結果、学生が 8 名（33.3%）、教員が 4 名

（16.7%）、職員が12名（50.0%）の計 24名が参

加し、そのうち 23 名はグループワークにも参加

した。1グループ 4名または 5名とし、計 5グル

ープに分かれた。各グループには、できる限り「学

生」「教員」「職員」がバラバラで分かれるように、

グループ分けを行った。 
 本稿では、2024 年 12 月 3 日に開催した最終

報告会（図 2）において、各グループが報告した

内容を記録として残す。 

が楽しく感じられた。 
 最近生成AI を使う機会が増えた。   
 生成AIにより英語力を更に向上させたい。 
 DeepL Write で文体の違いを学び、次回

はさらに細かく分析したい。 
 以上をまとめると、DeepL Write や対話型生成

AI を使って英語の文章作成・推敲を行ったところ、

文法や語彙のミスに気付いて修正できるだけでな

く、複数の英語表現や微妙なニュアンスの違いを

学べる点が評価された。一方で、曖昧な日本語入

力やスペルミスが正確に訳されないなどの限界も

指摘されており、最終的には人間が校正・調整す

る必要性が強調された。文体やトーンを自在に変

えられる機能はビジネス・カジュアルを問わず活

用範囲が広く、商品紹介や売り込み文などの作成

に役立つこともわかった。また、より正確で効果

的な英語表現を得るためには、生成 AI から最適

な回答を引き出すための質問の仕方を工夫するこ

とが大切という声もあった。参加者からは、英語

学習の一環として今後も生成 AI ツールを使いこ

なしたいという意見が多く寄せられた。 
 
55..  考考察察  
これらの結果から六つの示唆が得られる。第一

に、生成 AI のアウトプットを最大限に活かすに

は、入力（プロンプト）の具体性と明確さが不可

欠であるということ。第二に、生成 AI が見落と

す部分や微妙なニュアンスを補うため、人間側の

再確認と最終調整は欠かせないこと。第三に、文

体やトーンを自動で変えられる機能は、ビジネス

シーンでも大いに活用が見込まれる半面、過度に

装飾的にならないよう、利用者側のチェックが必

要となること。第四に、生成 AI の校正や提案を

通じて語彙力や文法力の強化につなげられる学習

ツールとしての潜在力が高いこと。第五に、生成

AI が「なぜこの表現が良いのか」を解説できれば、

さらに学習効率が上がり、より深い理解と説明力

を得られる可能性があること。第六に、生成AIは
単なる翻訳・校正補助にとどまらず、利用者の英

語力アップやクリエイティブなアイデア創出のき

っかけとなる「触媒」としての役割を果たす。 
 
66..  結結論論  
 生成AIは、単なる英語の翻訳・校正・提案ツー

ルにとどまらず、教育、ビジネス、クリエイティ

ブ分野、さらには社会全体にわたって大きな変革

をもたらす潜在力があることが予測される。その

際、入力の質や最終的な人間のチェックと微調整

がますます重要になり、生成 AI のバイアス制御

や説明能力の強化が大きな鍵となる。総合的に見

れば、生成 AI との協働を前提とした学習・制作

体制を築き、文化や文脈を深く理解した上で柔軟

に表現を最適化していくことが、今後ますます重

視されると考えられる。 
 

註註  
1 文章によるコミュニケーションを磨ける生成

AI 搭載の文章作成アシストツールで、文法やスペ

リングの修正や別な言い回しの提案をとおし、文

章作成を支援する。 
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図 2 最終報告会広報用チラシ 
 
22..  各各ググルルーーププのの発発表表内内容容  
全 5グループの発表内容（スライド）は次のと

おりである。 
 
22..11..  AA ググルルーーププ「「関関代代人人 PPooiinntt  CCoommmmuunniittyy  
PPrroojjeecctt～～現現代代にに生生ききるる関関大大生生～～」」  
 丹 悠真（文学部生）、迫口 文哉（広報課）、

堀越 香音（学長課）、森谷 文香（キャリアセン

ター事務G） 
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22..22..  BB ググルルーーププ「「関関大大のの学学びび全全国国普普及及大大作作戦戦！！」」  
 髙橋 弥葵（文学部生）、橋本 木実（政策創造

学部生）、木原 宏子（教育推進部 教学 IRアド

バイザー）、荒木 康裕（学生生活支援G）、上平 

純菜（高槻ミューズキャンパス事務G） 
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22..33..  CC ググルルーーププ「「関関西西大大学学ののSSNNSS戦戦略略」」  
 森本 実友羽（経済学部生）、王 港（外国語教

育学研究科生）、柿本 穂佳（情報推進G）、熊谷 

亜咲（教務事務G）、橋本 美玲（奨学支援G） 
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22..44..  DDググルルーーププ「「関関西西大大学学新新ココンンビビニニ  ～～ウウォォーー

ククイインンススルルーー型型ココンンビビニニをを活活用用ししたた関関大大のの新新たた

なな魅魅力力～～」」  
 並木 愛実（社会安全学部生）、福塚 勇汰（文

学部生）、梁 辰（教育推進部 非常勤講師）、須

賀 菜月（情報基盤G）、田中 大翔（総務課） 
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22..55..  EE ググルルーーププ「「関関大大生生のの新新たたなな挑挑戦戦とと成成長長のの

物物語語～～ギギャャッッププイイヤヤーー～～」」  
 中林 愛理（社会学部生）、沈 政郁（商学部教

授）、石田 保葉（入試・高大接続G）、田代 伶

奈（授業支援G） 
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